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トマトの高温耐性に関する研究

三浦周行＊

〔キーワード〕：オートファジー，花粉，菊着果

トマトの高温ストレスの研究が進んでいる．

Zhouら (2014) はトマトのオートファジー関連

遺伝子ATG5の発現を抑制（サイレンシング）する

ため，それを連結したタバコ茎えそウイルス (TRV)

ベクターpTRV-ATG5を'AilsaCraig'苗に感染させ，

22および45℃ (6~8h)の温度処理をした.22℃区

に対する 45℃区の， pTRVおよびpTRV-ATG5区そ

れぞれの ATG5の転写レベルは 470および 50%,

MDC染色によるオートファゴソーム様構造体形成

は 510および 360%であった．展開葉の電解質漏出

は 190および 220%, 光合成速度は 45および 15% 

であった．オートファジーは高温で傷ついたタンパ

ク質などを無効化する．

Mullerら (2016) によると，非高温（昼／夜温：

25/19℃)および高温 (32/26℃)で育てた'RedSetter' 

のそれぞれの花粉発芽率は 57および 5%, 蒟の変

形（花柱および胚珠様器官への変化）率は 0および

25%であった高温の約では雌蕊形成関連遺伝子

TAGLJJおよび SITTS発現が増加し，雄蕊形成関連

B遺伝子 TAP3,TM6およびLePl発現が 40~50%抑

制された．高温感受性系統に比べて抵抗性系統では，

TAGLll発現が抑制， TAP3発現が促進された．高温

下の約異常にこれらの遺伝子関与が推定された．

Alsamirら (2017) は 146系統・品種苗を非高温

（平均日最高気温 34℃)および高温 (45℃)のプラ

スチックハウス内で養液栽培し，諸形質の非高温区

に対する高温区の変化率を調査した着果率が 77%,

花房数，花数および茎葉乾物重が 2~28%の減少で

あった．各系統・品種の，両区の結果率間の R打ま

高くなかった．茎葉乾物重減少率が高い 5系統・品

種のその減少率は 24~41%,低い 5系統・品種のそ

の減少率は 0~2%であった．他方，着果率低下率が

高い 3系統・品種のその減少率は 96~97%,低かっ

た 3系統・品種のその減少率は 4~12%であった．

着果率が高温耐性を選ぶ形質として適当とされた．

Paupiereら (2017) は低緯度・高温地から採取さ

＊野菜園芸研究家 (HiroyukiMiura) 

れた野生種の 6系統などを 4月に温室内の高温室

（昼 32/夜 26℃）で育て，花当たり花粉数および花

粉生存率を調べた．二つの項目とも大きな変異を示

したが，両者間に有意な相関はなかった．花粉数は

LA1580が 96000 と多かったが， LA1719および

SEET4は 35000~39000 と少なかった．生存率は

LA1580, LAI 719および SWEET4は 3~31%と低

かった.LA2854, LA1478およびLA0417は50~71%

と高い生存率で，高温耐性とされた．

Pantheeら(2018)はNC714X高温耐性CLN-2413A

および高温耐性 230HS-1XNClCSの凡から得た F2

および恥を昼温 32℃以上，夜温21℃以上の圃場に

定植し，高温ストレス形質を調査した．恥および

恥の花房当たり花数は 4.8~7.1, 果数は 2.2~4.1,

着果率は 48~71%であったそれぞれの恥値と f3

値との相関は高くなかった．恥および恥を併せた

広義の遺伝率は花数，果数，着果率それぞれ 85,63 

および 100と高かったが，狭義の遺伝率はそれぞれ

10.5, 1.4および 7.3と低かった

地球温暖化が想定されており，この分野のさらな

る研究進展が期待される．
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